
年末年始に向けて防疫対策の徹底を！

お問い合わせ・ご連絡は、千葉県西部家畜保健衛生所まで
TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)    FAX. 043-286-0090

アフリカ豚熱及び口蹄疫については、中国、韓国を含むアジアの広い地域
に浸潤しており、我が国に侵入するリスクが依然として高い状況です。

豚熱についても、野生いのししの感染区域が徐々に広がっており、これまで
農場での豚熱発生がなかった県での発生が確認されています。

年末年始、旧正月（令和８年２月１７日）の時期を迎え、人や物の動きが活発
になることから、国内への口蹄疫等ウイルスの侵入リスクが高くなります。
以下の内容を確認し、防疫対策の徹底をお願いします。

★農場の従業員、研修生にもお知らせください

１早期発見・通報
・毎日（特に午前中）の健康観察
・特定症状等の異状が見られたら家畜保健衛生所へ速やかに通報を！
☆年末年始は、人員や資材の確保に時間を要します。

２農場への病原体侵入防止の再徹底
・看板の設置等により、関係者以外の人の立入・不要な物の持ち込みを
制限
・車両や人の出入りの厳重管理と記録
・防護柵、防鳥ネットの設置・修繕
・農場や畜舎周辺の消石灰散布など、消毒の徹底

３海外からの肉製品の持ち込み禁止
技能実習生等の外国人の従業員を受け入れている農場は、母国を含めた海外か
ら肉製品が郵送されることのないよう注意喚起をお願いします。

４海外渡航の自粛
口蹄疫等の発生地域への不要不急の渡航の自粛をお願いします。やむを得ず渡
航する場合は農場への立ち入りや家畜との接触を避け、帰国時の衣服や靴の消毒
等をお願いします。
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